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第１４回田原市男女共同参画推進懇話会議事要旨 
 
 
 

１ 日 時  平成２３年１０月２０日（木）１３：３０～１５：４５ 
 

２ 場 所  田原市役所南庁舎 講堂 
 

３ 出席者  ○委員１４名  中村都祁子（会長）、菊池邦子、吉武正康、鈴木信、大久保哲

夫、小久保恭子、加藤昌高、柴田登、鈴木貴江、渡辺峰男、川口昌宏、

永田みよ江、平野利依、武田圭太（オブザーバー） 
（欠席７名：河邉寿夫、岩田大介、松野美香、鈴木政義、森下静子、杉山礼子、大羽チズヱ） 

 

       ○事務局４名  渡邊市民協働課長、鈴木副主幹、広中主任、柴田主事補 
 

 

４ 会議録署名委員  菊地邦子、吉武正康 
 

５ 議 題 

（１） 各委員の取組状況について 

（２） 市の取組状況について 

（３） 男女共同参画フェスティバルについて 

ア 第４回男女共同参画フェスティバル開催状況報告 

イ 来年度の開催について 

（４） 市民意識調査の結果報告と今後の取組に向けての意見交換 

（５） その他 

 
 

６ 議事要旨 

 
●議長 中村会長 

 

（１）報告事項 

 ①生涯発達初期の選択行動について ･･･武田オブザーバー（提供資料） 

≪武田オブザーバーが学会にて発表した調査結果≫ 

○大卒未婚者の仕事満足度と結婚生活観の男女差について 

 ・「結婚の催促」は、男性より女性の方が催促されている。 

 ・「結婚相手の職業」、「結婚相手の収入」については、男性より女性の方が、配偶者に対し

ての期待が高い。 

 ・配偶者に対して育児休暇を取得することを強く望んでいるのは男性、本人が育児休暇を取

得したいと思っているのは女性に多い。 

○大卒未婚者の勤続年数別にみた仕事満足度と結婚生活観の男女差について 

 ・３年～５年勤めると、女性の方が強く結婚願望をもち始める。 

 ・女性の、配偶者に対する職業・収入の期待は、入社直後から男性より高い数値が出ている。 

 ・男性の約半数が、妻に専業主婦になることを期待している。 

 ・女性の約３割が、結婚したら自身が専業主婦になることを希望している。 

◎伝統的な性別役割分業的価値観が、大卒の若者の意識の中にも存在しているということがわ

かる。 

 

 ②各委員の取組状況について ･･･ 各委員報告（資料１） 

  ○社会福祉協議会の活動計画の中に、男女共同参画の視点を取り入れていきたい。 

  ○渥美商工会であつみクリーン作戦を実施する予定。商工会の女性職員に参加してもらえるよ

う声かけをした。 

  ○委員になってまだ数か月しか経たないが、男女共同参画について一生懸命勉強していきたい。 
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  ○女性会議ウィットＷＩＴでの各種活動報告 

   ・男女共同参画フェスティバルにて、「モモタローノーリターン」（奥山和弘氏）のリメイク

版紙芝居を作成、発表した。 

   ・フェスティバルで上映した“「フラワーズ」をリテラシーしてみよう”会を開催。 

   ・東海“人間と性”教育研究会協議会に参加。 

   ・伊藤般展氏の講話会“My History と民主主義”を開催。 

   ・出前講座「田原市の子育て支援施策を問う」を開催予定。 

  ○田原市地域コミュニティ連合会の専門委員会として、地域コミュニティ活性化研究会が設置

された。その中で、地域活動への女性参加拡大について調査、検討していくこととしている。 

  ○男女共同参画に対して、女性自身の意識の低さも感じる。 

  ○重点推進テーマ「男女を隔てる意識の解消」はハードルが高いと思うが、粘り強く継続して

いくことが重要。 

  ○能力のある女性を役職に就けるようにすべきであり、そのような女性が能力を発揮できるよ

うな環境づくりが大切である。 

 

 

③市の取組状況報告 ･･･ 川口委員説明（資料２） 

  ・市の実施（予定）事業の概要 

  ・各課における関連施策の取組状況 

 

④第４回男女共同参画フェスティバルについて ･･･永田委員説明（資料 3-1、3-2、3-3） 

○出展者アンケート結果概要 

 ・フェスティバルに参加してみて「とても良かった」、「まあまあ良かった」が合わせて

約 70 パーセント 

 ・来年度の開催について「ぜひ開催してほしい」が約 70 パーセント、「開催してもよい

が、内容を工夫すべき」が約 30 パーセント 

 ・開催時期について「８月がよい」が約 30 パーセント、「いつでもよい」が約 30 パー

セント 

○来場者アンケート結果概要 

 ・フェスティバル全体の満足度は「満足」が約 40 パーセント、「普通」が約 50 パーセ

ント、「不満」が約 2パーセント 

 ・交流ひろばについては、ブースが狭くゆっくり見られなかったという意見、出展内容

と男女共同参画の内容が合っているのかわからないという意見あり。 

 ・映画祭の満足度は「良かった」が約 48 パーセント、「普通」が約 20 パーセント、「よ

くなかった」が約 3パーセント 

 ・映画祭については、力強く生きる女性の姿に感動した、大変良い映画だった、ストー

リーが難しくわかりにくい、フェスティバルのテーマに相応しい映画とは思えない、

映像や音響が悪い、という意見あり。 

 

⑤男女共同参画に関する市民アンケート調査結果概要 ･･･ 事務局説明（資料４） 

・平成２３年９月実施 

・対象 市内在住男女 1,000 人 

 

≪意 見≫ 

・「女性は結婚したら自分自身のことより、夫や子どものことなど家族を中心に考えて生

活した方がよい」に賛成という 20 代・30 代の人は約 30 パーセントである。数値とし

ては低いが、まだこれだけの人が伝統的価値観をもっているということがわかる。 

・保守的な価値観をもつ人に、強引に男女平等の観念を押しつけるのではなく、伝統的

思考をいかに解きほぐし、そのような人たちと共存できるような環境をつくることが
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必要である。 

 

 

（２）検討事項 
 

①次回男女共同参画フェスティバルの開催について 

≪意 見≫ 

・講演会の方がためになると思うが、市民を惹きつけるには映画祭の方がよいと思う。 

・フェスティバルで具体的に何を伝えたいのか、目指すものは何なのかを考えて、懇話会

で協議していくことが大切である。 

・アンケート結果でも「満足」という回答が多いため、来年度も同じように開催してはど

うか。 

・今年度のフェスティバルでは、ステージ発表が充実していたが観客が少なかった、ブー

スのスペースが狭かった等の反省点があった。反省点を考えて、委員の皆さんで楽しい

フェスティバルについて考えていきたい。 

・いろいろな活動をしている団体同士が交流したり、意見交換したりできる空間をつくる

ことが重要。 

・ステージのタイムスケジュールを事前によく打合せしておくべき。 

・もっと出展者集めに力を入れるべき。 

・「男女共同参画」という言葉が難しいので、大きいテーマはわかりやすい言葉にした方

がいいのではないか。 

・市民が来やすいイベント、出展者が利用しやすいイベントにしていきたい。 

・映画祭の代わりに講演会にする等、懇話会の中で意見を出し合って深めていきたい。 

   

  ≪決定事項≫ 

・来年度も男女共同参画フェスティバルを実施する。 

・開催時期は、８月２６日（日）を予定。 

・開催内容は、次回の懇話会にて検討する。 

 

（３）その他 
 

・まちづくり市民会議員には、中村会長を推薦。 

・次回懇話会について  平成２４年３月中旬開催予定。 

 

 

７ 資 料   

第１４回田原市男女共同参画推進懇話会委員出席者名簿・席次表 

【資料 1】各委員の取組状況について 

【資料 2】市の取組状況について 

【資料 3-1】第４回男女共同参画フェスティバル開催状況報告 

【資料 3-2】第 4回男女共同参画フェスティバル実施結果（懇話会委員からの報告） 

【資料 3-3】第４回男女共同参画フェスティバル出展者アンケート結果 

【資料 4】田原市男女共同参画に関する市民アンケート調査結果<概要> 

     田原市男女共同参画に関する市民アンケート調査結果報告書 

【参考資料】平成２３年度あいちの男女共同参画（平成２２年度年次報告書）抜粋 

【武田圭太オブザーバーからの提供資料】 

    生涯発達初期の選択行動（８）－大卒未婚者の結婚生活観と専業主婦志向― 

【チラシ】豊川市男女共同参画フェスティバル 



第１４回田原市男女共同参画推進懇話会委員名簿 

（任期：平成 23 年 6月 17 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

通番 役 職 氏  名 区     分 出欠 

１ 会 長 中 村 都祁子 市の関係組織 行政相談委員  

2 副会長 河 邉 寿 夫 地 域 団 体
田原市地域コミュニティ連合会副会長兼会計 

（野田校区会長） 
欠 

３ 委 員 岩 田 大 介 地 域 団 体 社団法人田原青年会議所副委員長 欠 

４ 委 員 松 野 美 香 地 域 団 体 たはら国際交流協会事務局 欠 

５ 委 員 鈴 木 政 義 医 療 団 体 愛知県厚生農業協同組合連合会渥美病院事務次長 欠 

６ 委 員 菊 池 邦 子 福 祉 団 体 社会福祉法人田原市社会福祉協議会主任  

７ 委 員 森 下 静 子 市 民 団 体 女性会議 WIT ウィット代表 欠 

８ 委 員 吉 武 正 康 産 業 関 係 愛知外海漁業協同組合代表理事組合長  

９ 委 員 鈴 木   信 産 業 関 係 田原市認定農業者連絡会会長  

10 委 員 大久保 哲 夫 産 業 関 係 愛知みなみ農業協同組合人事課長  

11 委 員 小久保 恭 子 産 業 関 係 渥美商工会女性部長  

12 委 員 杉 山 礼 子 産 業 関 係 田原市商工会女性部副部長 欠 

13 委 員 加 藤 昌 高 産 業 関 係 渥美半島観光ビューロー 事業推進本部員 新 

14 委 員 柴 田   登 市 議 会 田原市議会議員  

15 委 員 大 羽 チズヱ 各種委員会 田原市防災会議委員 欠 

16 委 員 鈴 木 貴 江 各種委員会 田原市農業委員会委員 新 

17 委 員 渡 辺 峰 男 各種委員会 田原市教育委員会委員  

18 委 員 川 口 昌 宏 市 の 職 員 田原市市民環境部長  

19 委 員 永 田 みよ江 その他市民 公募者  

20 委 員 平 野 利 依 その他市民 公募者  

 

役 職 氏  名 区     分 備考 

オブザーバー 武 田 圭 太 学識経験者 愛知大学教授  

 

事務局 

(課 長) 渡 邊 澄 子 

(副主幹) 鈴 木 嘉 弘 

(主 任) 広 中 有 香 

田原市市民環境部 

市民協働課 

(主事補) 柴 田 奈津子 
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